
Ⅰ　総論
　１．「甲府市地域防災計画」と「教師の防災手引き」

　（１）「甲府市地域防災計画」について

　　　「甲府市地域防災計画」は災害対策基本法第４２条の規定に基づき、本市の防災に関する基本的事項を総合的に定め、市民の生命、身体及び財産を災害から保護することを目的に、甲府市防災会議が策定する計画であり、「総則編」「風水害等対策編」「地震対策編」「資料編」から構成されている。
　（２）「甲府市地域防災計画」における学校の対応

　　　「甲府市地域防災計画」における学校の対応については、以下（抜粋・要約）のように定められている。これらに対応するため、「教師の防災手引き」を改訂した。

　　【災害予防計画】

　　　○学校教育における防災教育
（第２章　災害予防計画　第２節　防災知識の普及に関する計画）
　　　　安全教育の一環として、教育課程内の指導・防災訓練・教育課程外における防災教育を行う。
　　　　（第２章　災害予防計画　第１０節　災害時要援護者対策の推進）

　　　　学校の管理者は、対策本部の設置基準、教職員等の任務分担等の応急活動体制をあらかじめ明確にしておく。

　　　　　・地震災害発生時の行動マニュアル　　・学校の地震災害対策組織

　　　　　・児童生徒の安全対策　　　　　　　　・教育活動の再開に向けて

　　　　　・避難所としての学校のあり方
　　【災害応急対策計画】

　　　○職員の配備計画

　　　　（第３章　災害応急対策計画　第２節　職員動員配備計画）

　　　　校長は、職員の配備計画を事前に策定する。

　　　○教育計画

　　　　（第３章　災害応急対策計画　第２０節　教育計画）

　　　　〈児童生徒在学時の学校における措置〉
　　　　　・避難　・防災措置　・人員確認と応急手当　・避難と引き渡し　・被災報告

　　　　　・その他

　　　　〈児童生徒不在時の学校における措置〉
　　　　　・防災業務の分担　・報告　・児童生徒の被災状況等についての情報収集
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